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をつくし竺つく、して蜘あたる覚悟で励ます・よ机く　ことに｝はきい鞭もありまして，木f緻策砿困Wうこ
ご協力のほどお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　とにもなりまし」：う1’，理事者も支会長各位もヨ夢慮いたして

申すまでもなく鋼窓会悶1勉っ“Cの一団体でありま　・抽ますが，この解決策について蛤員徽のこ醐をおき
す・母椥鰍たち人生の鯉の一頁倒’ドった所であり，多感　かせ’1・さったり，ご協力をお願いいたしたいと肌・ます。

な青春時代を過した第二の故郷でもありますが，ぴ校を中心　　　終りにオ会の活動の詳細については，別紙総会の記事など

とする卒業生の，1精神的な，学研的な，あるいは社会的たつ　　にゆづりますがその主なものを2，3中上げます。

な迩ミりであ㌦まして鴻瓢どこ酪ってもぽレ・蛾と　鰍雌酬資蹴煕ついて剛校501；勺続念鹸の・
いエども縁が切れるものではありません。母校は一・人一人の　　とで，かなりご無理があったのですが，募金実行委員会のこ

喜こびをよろこび・悲しみを悲しみ・傷つし・酬に対しては　尽戊」と会品位のこ撚によ汕標願の60％余端成するこ
牝鶏がその翼の下にひなどりを温かく大事にかばってく：｝じる　　とができました。これは不日適当な力法で酬交に寄付するこ

ように母親として情を示してくれます。従って，弍業生は何　　とになります。次に同窓会餓4；簿はII爾II35年の50周年記念以

年たっても母校をたのみとし・母校の限りない発展10田を念　　来5年目の発行で，関係理事ほか愛員諸氏の，長期間研究を

じ，先輩は後輩を無条件に，学問，事業，そして身の上の相　　　犠牲にしてのご尽力により昨秋発刊，配布の運びとなりまし

談にまでめんどうを見てくれます。そして一たびことある時　　た。また千曲会報の発行については担当の理事ほ力委員諸氏

は母飽こ馳せ参じて全醐勺に協プ孔ようという心榔硫りま　の；醸命のご努力によ晦月編集箔了，配布を鮒ています。

す。こういう関係にあってはじめて母校と同窓会とは表蘂一　　総会の都度，会賀を納めぬ人には配布制限をすべしという声

体の間柄であるといえるでしょう。人間が孤独ではありえな　　も聞かれますが，これは会員にとって唯一の煎1液であるから

い限り，こうした団体が心の拠点となり，一人一人の活動の　　　ということで今は全会員にお届けしています。何卒事情ご賢

原動力となり，どこにあっても立派なはたらきをさせてくれ　　察下さい。千IU1会の年会獲は長年300r円でありましたが，今回

ると思います。こういったことは卒業後すぐには痛感しない　　の総会で40年度から年会費500円一このうち30％は支会へ還

でしょうが・5年・10年と非情な社会の風波にもまれ悩むよ　　元交付一と決りました。ご承知下さい。一昨冬竣工を終った，

うになるとき，意識に上ってくるものと思います。私は学生　　北佐久郡御代日ヨ町の信大寮「楓荘」は予想外の好評をはく

時代を含め，40年余りの長い年月を母校と同窓会のお世話に　　し利用状況も100％です。支会活動については現在全1詞44の

なってきたものですが，願りみて今日までの「千曲会」は正　　支会を数えますが～昨年12月から1年聞に約20の支会が關か
に全国にもまれな典型的な同窓会ではなかろうかと自負し，　　れこれには本ミ｝ll役員ほか賛助員の教官各位にもこ出ll菅を願う

謝をもっているものであります　　　　　　　よ引こ勧ました。公式の支会のほかに轡｝別職域の部会
　戦争直後の混乱時代は，同窓会も非常に運営困難に陥入り　　も3，4作られ，着々と親睦の実をあげています。いまや母

ました・ま鱒門学校が大学に変ってカ・ら・同窓会も何か異　校繊維学ロf；は，学澱の報告（斜眠148・号）にあるように，

質的なもののつながりとなり不自然な事がおきねばよいがと　　著しい改新が行われて居りますが，激動しつつある社会の怒
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濤に大きく揺り動かされ，多くの問題をかかえて，悩みをつ　　　まないのであります。

づけております。こんなときこそ私たち同窓会は，常に母校　　　以上いささか雑感をのべて，新春，新任のあいさつといた
の舞台裏にあって，時にその協力者となり，時に同窓生のオ　　します。

アシスとなって，母校の隆昌と，同窓会の弥栄を念願してや

スキーはなぜ滑るか
スキーの界面化学一一

信州大学繊維学部教授　　黒　　　　岩　　　　茂　　　　隆

　スキーシーズンがやって来た。日常のいまわしい雑昔や繁　　　る。スキーには釆っている人の体取がそのままかかり，下の
雑さからはなれて・まばゆい程美しい銀嶺の輝きに，そして　　雷はそれだけ圧力をうけるので，その部分のr馴むとけ・C水に

あの大斜面を思い切り雪煙なあげて滑りおりるときのそう快　　　なる。だからスキーはよく滑る。と一応考えられるが，は・ヒ

さは，少しでもスキーをやったことのある人なら誰でも忘れ　　してそうだろうか。

1ること竺きない・燗酬械的棚進力をかりず1・・魅　　ここで必要なのは，それで｝ポー体紳唖ヒ臥力恥・た
スピ’トを出せるのはスキーをはし・たとき以外に願い・先　ときド1・暗にどのくらいの∫肋拗・かって，融点が餉£位
シ’ズンイタリヤで行なわれた世界スキースピード競技選訴　　さがZ、のかという具体‖庶計算である。計仰式の説明は宵略

繋麟㌶霞灘：°鰯富㌫蹴亥篤麟㌶《贈舞㌫聯馴
大阪間綱徽走る特急の継・激に近い・もちろんこれは　題とえ，るが，いまか冗それがスキ．‖揃1脚ooo分の1，
スキーを木職とする世界的レベルのスキヤーの話であるが・　　結励妾触面積約3平方糎であるとすると，融点は侮かに0．15。

われわれ素人でも時速40～50伽は簡単にLl］せるt・・少しスピ　　しかさがら漁い。1万分の1，すなわち接触面積カミ0．3平方

一ドになれた人なら・60～7肪刷ま平気である。　　　　　　　　　糎であると考えても，やっと1．5。しかさがらない。｝力際には

　一体スキーはなぜこのようによく滑るのだろうか。スキー　』　スキーは留の温度一5。～－10。位のときが披も滑り」：いもの

の滑走は，人間がスキーという物体を足につけて，司という　　であることを思い起してほしい。こういっ低い温度の噛がと

圃体（正確には粉体といった方が近い）の上膓を滑るといった　　けて水になるためには，融点は当然0℃以下5‘）～10°までさ

ことをやるわけである。団体同志の摩擦は雑〕前は非常に大き　　　がらカ：ければならたいが，そのためには接触而積は0．08＾・0．

いので，本当は滑りが悪い↓まずであるカ㍉スキーやスケート　　　05平方糎以下でなくてはならなくカ：る。これは実際のスキー

に限って，なぜあんなによく滑るのだろうか。　　　　　　　　底面積の4万ないし7万分の1に当り獣とんど考’えられたい

　この答は実は至極簡単である。それは誰もが知っているよ　　ことである。早い話が，スキ声ですぺった跡は必ず実際のス

うに，スキーやスケートは，それと接触している雪や氷の畿　　　キーの巾でスプールがえがかれるものであることを考三：ζても

面がとけて水ができるためで・もはや団体同志の摩擦ではな　　　らえば，このことは容易に理解してもらえるであろう。つ業

くなるからである。水ができることは次のようなことから確　　　り実際にはスキーは案外大きな接触而積をもっているもので

かめることができる。例えば染料にはいろいろあるが，水に　　ある。したがっていままで普通に考えられていた，’‘スキー

とけると色の変わる染料があるので，これを雪の上にばらま　　　が滑るのは圧力によって雪がとけ水ができるから”という，

き，その上をスキーで滑ると，すぺった跡は丁度その染料が　　いわば圧力融解説は実はぼとんどスキーの説明にはならない

水にとけたときの色になるので・水ができゐことだけは確か　　　のであるといいうる。あやまってスキFを流したことのある

である。モーターの回転などのように，モーターの軸と軸受　　人，いやそうでなくてもゲレンデでよく見掛ける光景である

は団体同志の摩擦になるので，その部分に油をそそいですべ　　が，スキーは別にあえて人間が梁って雪にll三力をかけなくて

りをよくする。この目的のために使う油を潤滑油とよぶが，　　　も，スキーだけでもよく滑ることを考えてみる必要がある。

㌫㌘合’と嚇噸こ酬1曽油の役蹴たすわ2．摩馴・ついて

　話はここで終るのなら，なにも殊更とりたてて匡，くほどの　　　物と物をこすり合わせると・多かれ少なかれそこに熱を発

こともない。問題はこれからである。スキーはよく滑る。そ　　　生する。これはどんな人でも経験して知っていることであ

れは雪がとけて水になり，それが潤滑油の役目をはたすから　　る。これを摩擦熱とよんでいるが，スキーは実際はかτCりの

である。それならばなぜ雪がとけるのであろうか。　　　　　　スピードで滑るものであるから，拒がとけるのはこの摩擦熱

1・圧力艦ついて　　　　　霊㌶鏡㌧㌶蒜》蕊瀦鷲総
　水は0°Cで凍り始める。逆にいうと氷は0°Cでとけ出して　　後から来た若いスキーヤーが，笥のない土の川かかった道路
水になる。このように固体が液体になる温度を冨‖涼という。　　を勢よく滑ってきて，路上の石にのりあげたため，スキーの

いままわりの温度が0°Cであるとき，もし何らかの原因で氷　　エッヂから火花が散るのをみたことがある。イギリスのケン

の融点が0°C以下にさがったとすると，氷はもはや氷として　　ブリッヂ大学のBowden敦授も，スキーが，］：く滑るのは16§

は存在できなくなるので，とけて水になってしまう。何らか　　擦熱によって雪がとけるからである，ということを確かめる

の原因とは何か。それにはいろいろあるであろうが，その一　　幾つかの実験を行なっている。もしスキー滑走面の材料が非

つは・水が氷になると体積が増えるので・人間が外から氷に　　常に熱伝’評liのよいものだと，せっかく発生した属・擦熟も外

圧力を加えて，も．との水であったときの体積にしようとする　　へ伝わってしまって，それだけ．！搬とかL，にくくなるので，

と・氷は素直にそれに順応して水になってしまう。つまり融　　滑りが悪くなるということも」沿，ぢえの正しいことを翼付げ

点がさがるのである。スキーで問題になるのはこのことであ　　　ているものと思われ墨，、、
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　しかしこの摩擦熱も，実際のスキーと雪の場合について計　　　い性質のものであれば，とけた水は滑走〒mこべったりくっつ

算してみると，意外に小さなものである。このことはBow一　　いてしまって，かえって潤滑油の用はなさτCくなり，滑りは
．d斑自身もみとめており，余り雲の温度が低いとぴ擦熱だけ　　悪くなるc，これはスキーと蛍との接触界而に強固な水の膜が

では雪がとけないので，滑りが悪くなるといっていゐ。さき　　一而にできて，それがスキーの滑走に大きな抵抗となるから

程の火花の話も，あれは石と金属との摩擦で，スキーとllと　　である。したがってスキー滑走而は出来るだけ水をはじく性

では発坐する熱量も迎うのである。しかも闇察熱は，スキー　　質をもったものでなければ何にもならない。この性質な擁水

と人間とをひっ、くるめた全体の重さや，笥との接触面積に関　　性というが，滑走而材料としては，棚してこの擬水牲の大き

係があり，加重が砥い程，接触面積が小さい程木きい。また　　　いもの程性能がよいということも，いろいろな実験の結果か

スピードにも直接関係するものである。例えば体垣6碑びの人　　　らわかってきた。

が普通のスピードで滑る似合，－5°C以下の；llを劇察熱でと　　　だがこれはあくまでおよその日安であって，スキー滑走而

かすには，スキーと雪の接触π11猟fよ少なくとも約0．4平力糎　　　の性能をぬれという一而だけからみる限りはそれでよいが，

以下でなくてはならなくなり，この点問題は上述の1］三力融解　　製はそう単純なものではないo以前は気象条件や田質1こよっ

の場合に似かよっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　てワックスを使いわけしたり，股近で1霊滑党πi∫材料としてポ

　つまり摩擦熱は，雪の温度，加頭，接触而積，スピ｛ドな　　　リエチレン樹脂その他のプラステックを使用することが普及

ど，条件によってはスキー滑走（なぜ滑るか）の有力な主た　　　してきた。これらはすべて経験から来たものであるが，これ
る原因になっても，それだけがすべてで｝財Cいようである。　　らの材料について筆者の研究忙飼討仁った1｛験の結果による

わかりやすい例をあげれば，スキーというもの｝まゆるい斜面　　’と，概してパラフィソやワックス類のプゴがポリエチレン樹脂

でも（たとえスピードこそおそくても）とにかく滑ることは　　その他のヅソ孜チック類より撰水性潤重1い。ところが温度の
滑るものである。とくに．こういう場合には，滑る原囚を摩擦　　　低い乾燥鶯ではどちらかというと，プラスチック類の方がよ

熱以外の何かに求めなければならなく癒る。1樹察熱説を主張　　　く滑るようであるoまたス・V一はできた水が潤滑nllの働きを

するBowdGnも，とくにスピードのおそい場合には摩擦熱　　　するので～bるならば，始めから水分を含んだ田なら殊更よく

以外の原因によることをみとめているが，それ以上のことは　　滑るはずである。しかし実際轍雨の降った後の含水分率の多

何もふれていないq　　　　　　　　　　　　　　　　い雷や，春先き気温のゆるんだ願のいわゆるぬれしまり雪で
　3．スキーと雲との界面　　　　　　　　　　　　　　　　は，ポリエチレン樹II旨のスキーの力が性能はお’らる。こうい

　氷とか雪というと普通われわれはその金体を思い浮かべる　　う場合には擾水性の強いパラフィンやワックス類の方がむし

だけであるが，氷の表而，麟の表而（正確に｝ま水蒸気をまじ　　ろよいようであるt）これは上述の考えによれば，侃度の低し、

えた空気との界而）ということになると，突際にはその内部　　　乾燥「1㌃に対しては，かえって幾分撮水性の弱いプラスチック

と性質の金然逸った別の状態ce相”という）のものである　　蛸の方力当との界而に述続相が，したがって水の薄層ができ

ごとを余り知らないし，気がつこうともしない。これは何も　　やすくなるためとも思われる。が詳細はもっと滑走而イ：才料が

氷や空に限らず，すべて物質はみなそうである、例えば水を　　もつ爽面のぬれ以外の化学的，物理的性質と閃連させて検討

考えてみよう。ちょっと無埋な表現になるかも知れないが，　　すべきで，むしろ今後の研究にまたねばならない問題であ

しかしわかりやすくいえぱ，ズkというものは現実には，水の　　　る。

表而という内部とは性質の連った一つの薄い層でその全体が

おおわれた，いわばベールをきた姿となってわれわれの前に

あらわれる・ものである。氷しかり，笥しかりである。こう考

えてみると氷の表面層　雪の表面層をつくるものは一体どう

いう状態のものであろうか，という疑問がわいてくる。そし

て雪とスキーの滑走面が相接触したとき，滑走面材料の種

類，性質によってそれがどのように変ってくるのか。これが
竃‘

Xキーはなぜ滑るか”という命題を解明するもう一つの考

え方であって，滑走面材料としてはどんなものを使用したら

よいかという問題の解決にもなるわけである。

ちょ，っと話が抽象的になりすぎて，或はわかりにくくなって

しまったかも知れないが，、要するに，すべて物質表面はなる

ぺく外界と互に連続相をつくろうとする傾向をもつもので，

氷や雪の表面も，いろいろな気象条件や雲質に応じて，それ

に直接接触するスキー滑走面材料の適当なものをえらびさえ

すれば，いくらでも潤滑に有効な水の薄層ができるのであ

る。これがスキーやスケートがよく滑るもう一つの理由でも

ある。この辺のことはもっと具体的にわかりやすく書くとよ

いのであるが，大部許された紙数に近ずいてきたので，話題

を次に転じ，できればその中にこの問題をもり込んでみたい
と思・う．。

　4．スキ滑走面のぬれについて

　いままでは，スキひはなぜ滑るか，その理由についていろ

いろ考えてきた。そして結論ははじめの方にもかいたよう

に，雪がとけて水になり，それが潤滑油の働、きをするからで

あるという一語につきるわけである。では雪がとけて潤滑油

としての水ができれば，もうそれでよいかというと必ずしも

そUびはいかない。例えばもしスキ｛の滑走面が水にぬれやす

九げ予πτ響一力z羅

麟 ワイシャツ地そのままのソ

フトな肌ざわりに糊の効い

P・かフスの特徴です

高原シャツ
　　㊤日本工業規格表示許可工場

高原シャツ株式会社
更埴　市　屋代
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　　　　　　　　　　　　　　1難1灘1灘1驚

人なるかを物語るものである。　　　　　森の石松で聞こえている近くの遠州森町　　　　　　　　．　　　、
　先ず名刺を渡すと，女秘書の誘灘で，　の「森山焼」の赤色花瓶中型一箇五千円　　幹　　ユド　剛ll’田文雄（ガ13D大銀地区

特に近隣地の林檎園の間1こある御私宅へ　の一寸した銘品を贈送したら，大変蜘⊥1　　〃　　小林三三郎（化1）；1ヒ足立地区

車で御伴れ下さって，その奥座敷の清楚　先生書ぱれて丁寧な礼状が来た丈だ」…　　　〃　　　飯島　啓（化5）　　〃

なコタツに案内され，いともインギンに∴　と淡々と事ii繕通り語ったら皆曰く，「両　　　　〃　　　飯村喜…・（擬33）比n≧地区

御面談された。　　　　　　　　　　　方共どっちもどっちな人々で……」と言　　　〃　　　若林　稔（糸37）児瓢三地区

　彼瓢山は幼少の時生家在住時代ガ私の　われたのが，この余談話の「オチ」であ　　　〃　　　馬場　昭（学糸2）北埼，南

亡父先代惣兵術をよく知っていました，　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼，蔦飾地区
との事でした。　　　　　　　　　　　　さてこの頃もっと考えたのだが，醐山　　　〃　　　山r1邦友（学糸2）入1瑚地区

　八十余才を過ぎた肥大の翁の物静かに　を通じて篠ノ井市と袋井市は何か奇しき　　　〃　　　滝沢守塁」（学糸2）秩父地区

話が初まった。　　　　　　　　　　　因縁がある様に思われてならぬ。そこで　　会員100名を越える大支会の今后の発

，若噸餅の生家で五才噸から厳父鵬のに・篠柳市と袋ハト市とを・姉妹殿これら若い人に1順し担・。－1醐
のきびしい朕け教訓のもとで「書」を習　都市の縁結びを考えたらどうだろうと。　杯のあと酒宴に移り，宴酎とな篭、につれ

わされ烈治30纈酷小搬樟業後吻論之は一線で両市ともいうし・ろの老いも震も肌い却iの判耐幅
も日噌灘はげみ興味も出て来て溢比重関係その他諸条微ど願繍蹴どり，肥繍も一モアたっぷりで初
々上達，名声を世に響かせ，押しも押さ　の必要は大いにあるだろうから，一野人　まり，出席者も寄せ；1｝きのとd。り県下各

れもせ厭下の名人にな・た・　　のこの艶ウ・カリと放舗畷物だが地の大物ぞろいとあが礁い人の繍も
17才で紺出て・鋼行脚鴻趣歴一私案として論蹴剛・も掛け・与論の上り，1剛の過ぎる畦；甑なご粉

修業を蹄沖年の鄭年ばかりネ炉に動向硫分検討の上諏捨して｝蜘何で櫛笑とぽ酷知ら一ず．硫は賑校
足を止どめ・ここで妻帯・その頃抜群の御座る1際柳市さん？・酬柿も如何1胸酬と励皆」・：蹴のうちに鞠1の

嫁として世に認められ紬蹄しく物で御座る？・　　　　　発展と糖蝕の芳才芝蹴生喘脈
語られて・その綱励喘かされた・　そして駿111を餅市の名誉市剛僻．一同齢かに・踊1散紅た．捌｛抽li己）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　其の後上京して，銀座に閤道所を開設Lては如fl可びWの献メんか・川ぷ1物リン
　　　　さ　　　う　　　ん　　　　　し，第一流の書家として全国最右翼の名　ゴと遠州灘の汐風と堅注握乎を／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人素となと，宮内省へも出仕を命ぜられ　　　三．ケメi「曾イ盤曾三苦の地，北信け：私の第二．

　　　騨山先生訪問の旅　　た。　　　　　　　　　の古脚∫：るが故に凶・い2回儒濃路の

　　　　　　　　　戸鰍峰Cl漂耀艦え煕劉醗蕊謬；1職i漂辮㌃
　ヲミ下の書道笏ξ，川村験1⊥1先生は，我が　　袋ヲトの生れ故郷へ帰る61苛もなく，日々iを

慧1［瓢麗、恕‡霧㌶諮㌫㌶蕊綴蹴t寛　埼鼓会総錦
は初めてである。　　　　　　　　　　　受けられた。

ll乍39年蹄叩・北信嫌の時揃泊撚は辮の菩麟の之卵敷跡ぷ∫1三酬も嗣いじ12∫！．611パ戦総

醗諜蕾懸灘竃議墾難嶽霊璽雛　i羅墾撫璽

欝撫㌶懸巖li藷難畿三！竃il難難繍礁
の醐上げ憤挙であると」じに，如何に壁・崇献・翻縫私「八咽幟鰻して【溺ll鋤の網樹｛蝋瓶、

願雌の酬大ひ格i［｝道の疏の偉洲］の［隈充分翻酪びに浸・た聯　支蝕武11剛国9）

　　　　　　　　　　　　　　磨　引・は解を打たされて敗り・勝負。
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　　　　千曲会轍会状況　轡蒜麗＝1聯号麟麟欄認‡即㌍め
　　　　　　愛艦長工藤財㌫濡（罐翻蒜継細［1川虹璽麟徽聯てあ

て灘麟禦瓢麟竺竃i難1㍍1馴芹漂當益淵誠正麗繊；認㌶こ
てからと思。てい訓，搬よ1川n，のがある・　　　　．　　　　よ殖前にな・て川・1～てき
剛・の砒生が全鰍轍易蹴会川1、．三働・1！（ノdO・糸）’瓢の新麟都　　　ず
のために松lllへ来ら掴。と捌1眠・〒・制1眺1凶て翻丁則剛馳委∫1をさ　酬益）こ（昭6，蚕）融1醗会のた

；瓢蹴麟罐・ぷ」聯・｝，蜘昭・・，旅ぷ・剛ハτ襯4聯：謬｛繍齋1

禰批あ「た。　　　　　王・として勤酷柄・’ロ劉！の蝶企盛　　　・げぷ委鹸に波1醐察

る・　　　　　　　　　媛工場肋脇ll本の繊1［会社の生触、，
　最近の観光ブームて道後にか乞派な近　　　　　　　　　　　　本会記事

鷹灘繍♂宣（蘇）昭和㌔㌔：鷲，千曲

嶽灘蕪灘灘璽1撫き蕪i・耀1；i霞驚翻籠
近の繊の状況について謂肱緬力・あている蹴さ，・れを剛する，もの献　・働池・ついて醐4紘・とは注

㌫蒜罐麟1麟璽；ξ膿認禦舗たね㌦、撒継ぽ曳酬市酬後
に困つ煽乱な鵠んな髄思い胴一・　工藤賠（昭5，蜀糠と剛4に朝　会とい銘称て馴欄彗ぱ外より
その様醐係でぽ会の蛭員資櫛・あ鮮へ赴任，終戦で鯉閲揚げ，地方事　3名醐恒やる．学外の3名のうち
り畷撤会の絵には勘御踊を得捌〒ぽ㍊術螂晒経て，昭和27年　副理弧齢める・とを耀する。
ている。　　三　　　　　、，　　　　　　より蚕桀試験場勤務となり停ゴトに迷す。　㈲総会に動議として提出された決議の取

御麟㌫麟ま＝菜2；灘5＝㌶鷲1㌫㌦㌫罐酬職お
瀦㌶瓢蕊≧‡竃1㌫塁≧灘灘，言州大学繊維学部

荘経営の難は期の方にゆづら、「・銭　浅沼袈醐（昭9，紡）t墜ト　　さは13．72坪2椋，1L39坪酬て，木

㌫麟鐘㌶鑑巖至鞠9灘｜用竺膓灘5誌霊撒ま熟
県観光協会，県旅館組合等の役職にっか　　　中村　孟夫（昭26，糸）検定成績整理中　す。

れ，長らく思庁勤務の経歴から官庁業界　　波多野千里（大3，蚕）氷らく病院通い　　上田市踏入信大繊組学部手希コ仙宿舎

の連絡など活躍されておられる。9回職　　　　　　　　　　　中　　　　　　　と云います。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とムうことて，松小了b艮ぱ郊タ1に10万♪ド提イ八tλこい旨を！」く

第25酬：団法人刊絵総会記　‡；遼雅書蒜懸警聯；；±謝：

曇竃撒議灘㌶㌶i㌶1蔓　i嶽懸灘欝罐蕊ii璽
・・ j晰私腱め桃つき4岬，受脳．㍊㌶認忽；14㌶雛㌫㌫
」ッ域会より醐があった。学1徽緬催ついて，新聞・；　くもっ峡柄を1ムくする脇フJすべ・蜘ぬ’か・例・ξ
蹴成の糠とじて職わ〕、ていZ、が，航の支会，」¶1　げ綱t醜の近い齢子．劇脚1硫膿掘，のい案
楓として寄異に受レ」取描力㍉その利鮒失，そ卿1発　てあって，大学のあり械とL－⊂C・P・cityの娩らず

d三の原囚，その動きを如1）たい。　　　　　　　i・t・nCltyを広め・砂くこ～二が刷』C　l輪いか・・

学；議響耀藷㌶㌶1蕊竺難1】蕊糠li：1鱗li灘㌘i
れは珊鮒の鮨にそ流いし，学細1那1の靴妙　 見もある。3：蛾糸鮒酬↓学眠船’尚の山・批！
歓ができない物弊浩・B・る。国献学蹴・印○〕・　てM・、1幌・肺／・いかパこに」れ蝉なつくヅd」階

，　　　，　　　　　了・

籠難蟻鶴巌響竺蹴：ζ饗鋏よ饗一1、［刑
本年になって新らしい事態が生じた。ペピープームによる　　　2、　会員名簿発行結某　　　　ll｛1　卯事

大学生急増対策にともない，この10万名増加に対L．国立k　　　3）　会報について　　　　　　小｝｛」｛門1

学ては1万名を引受けな1戊ればならソぶい。それはさておさ　　　　4）　上m繊系ltポ1学振興会項米　　北条理尋∫

文理学部は全国に14校あり，これが疑問のある存在てあ　　　5）　6隊先生胸像について　　　川n班‘h
る。これを改組払充してこの1万名の内2600名を久」τll学1‖1　　　6）　IJ伎火災復興資金募葉討、果　田］m」11！’］1

に引受けさせる。この上旨に従い本年は4校が認められ，　　　　7）　厚生施設「楓引」利用状況　ド｜戊1理事

文埋を解体2～3の新学，＄をつくっている。　　　　⑥議　’1
それによって信大文理学部は改組；1‖111を文部省へ提出した　　　　　D　昭和38年度歳入歳出決算について

が文理単独の訂画は認めなかった。これは信大全体の問題　　　　　　別紙38q度llW文決Wについて町田担当」Ψ事力・ら遂一説

として坂扱うことを弍ζ部省は指示した。　　　　　　　　　　　　明があった。
一方教育学部の問題が牛じた。これは救段定数の減少にと　　　　　1監査結果について竹内謹吾艦事が光言11月穐「1監‘h☆を

もない教育学部の削減を司りレそれを拓減らす。木学の教　　　　　　　　　　開き竹内，田口，111崎各監小により監査異常な

育学部でも260名の減となり，分校を統合する状態となっ　　　　　　　　き旨報｛llあり。但し，次の」、）に1；llTtされた。

た。この結果教官の折らしい人い配置の必要が生じた。そ　　　　①慶弔費について内lil；現約をは一・さりして貰いたい。

れて事情やむを得ず紺続審議の形で，教養学部統合に対し・　　　　　②千曲会役員の出張旅2呈について｛父内外のバランスが取

再び問題とするようになった。それて各学部の態1蔓は文理　　　　　　れるようにして貝いたい。

は理学部と救喪学部案を持って，一一般教育統合に全而的に　　　　　③会費納人について納入率が2割といL，低調きCある。

賛成。教育学部け，分校廃止やむを得ない。あよった教官　　　　　入会金の蝋｛llの引もを要する。

をあてはめる関係から賛成。医農学部は賛成と各々態度を　　　　　町川理事の迫加説明あり。万」易一致涼集けfl∫吠tたΩ

示した。それにともなう一般教育引画案作成委員会を｛ノ1り　　⑨lll｛和40ま1度歳人歳出p∫）について③会’出曽胡につい

これによって，引画案を来年度の概鈴要求に出すよう，3　　　　て・一括提案。冊1田理き1∫より別1氏原案の“1色明報告あり・

刀末才てに案を｛11る体制にいたったoこれに対し松氷一十　　　　⑨一③号ぷ’東1こついての質1トも応合「、
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三麺鐙蹴㌶撫㌶；欝7麟嚇の㌫；；㌶艦｜脅懸㌶㌫め
灘磯忽㍑漂♪のせ’それ酬内入蹴蹴三1：ち㌶㌶㌫㌶㌶2

町里㌶；織㍑‡難饗認ξ1、蕊㌶謬；；蕊　　織㌶㍑；蒜蔑窟㌶濡陀舗罐『1：砦

　聞く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　仕否を問う。一’同異議なし。

理コ1長　経費について硯ψ：会費300円を微収］．ているがこの　　5、　定款一lil；変り↓〈こついて

　うち1001「1敏会に交川・破会コほ費にしている・これ　1∫ln州・別紙1．鋤」欄140年ウ・ら｛1鍛’性001・」
　を500円に増額し15011」を支会に廻すと＊部てけ350円て　　　　　　　　　　2．　岬’h増q　現rL25名を30名にする。

　　300円の酬控イF一識断づ一るとす身・ば50rqの経’IPしか残　　　　3．大学院僻・判・を（1臥学からの入靴
　らない。名簿は本部てけ杢く本仕的てありこ」τ4つ隻・受川す　　　　　　　　　　　　も含む）会nに加える。

　という事は考えているが・ωfl川すという事になると川当　　　ぷ人　仕否を川う。一一同只議か／。

　に1側が泌・　　　　　　　　　　6）側／測7）卿u，硫駒、讃助nの舶撫ついζ。
近畿・昭和40イ1肢より会’1！増額tて500iIl会費案ぱ賀成。会　　1｜1口卯lll　r、X’宝脱1円（別紙略）

苫難1膿霊ぽ傷元；1払嵩1禁懸；麟㍊　び㍑；ξ霊㍑手；㌻聯訟荒畷ぷし・

束隠聯蕊ぽ得，，い．、川岨。即c間繊蕊綴郷三と↓賄か・一同・嚇
三て想棚妙力迎・たいか・胸二触て↓絵［／の棚　上小蝕か・・蹴酬鵬・め・…一く鵬よいくと判｛は

；叉　‡鶴；内㌫；1㍍三㌶；！肖斜1潟㌫二ぱ　　瓢‡ぽ；；齢㌫㍑慧㌫㍑雛㍍；19也i竺

　て差がある。これては一㍑のイ曲会とかって・会費　」曽4n　　　　て反対決1，∫ピ朱及びその方法について’｝IC、義願いたい。

甦紗じド）にさ肌い・し’かに1て続ヒげるかと云　徽微㍑酬蝕鵬・・醐耐もらい，のこ・臥で
　弼腰のじ刷ればい（所い・糊；てはこれにつし・て　　これ端、馴いたい。この案につい・ら刷の交換を励・｛いた
　どう男工るか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。

剛ml川納贈｛lf吐に対する繊にW・’α揃効・ら二棚　凍膓；〔鋸甘部のあ励・たについて｝蝋1限の；｝1明があって

　していブ吐既である・鋼恰報で荊杁加依糖し戊　　ド1分とtて踊内得したと思っ・Cい痴が冷蝋蝉破態
支録あてにそれぞれの始の菰臥率瓢ピG向」・1己一　　駄．娘ミわか燃L・。治が訓られないと詞煮碗，

螺灘㌫蕊劉鵜；㍑㌫蕊　罐6蹴鑑てのヲ鞭洲嚇がも・と牡
宮触会・1㈱については杢械・会報の獅回数は卵’Cど　宮崎こ加刷処するため，ここて脚限の、醐だ｝1て｝醐

紗てよいが汕容醐一剖1品家荻の鰍冷酬迎こ　かると云澗戦燗題でぽ・い．緬織鮒り，（イc議
　ついても品入する欄を作り，親しみのあるものにして欲し　　　員的）対策をこうじたρ，どうか。

毒：熱鞠年納入率力・撒よ・磁の・κどに；；嬰㌫蒜麟瓢鵠え；㌶懸

講鍵㌶㌶跳；≧鯉・うが需灘灘与耀㌶獺㌶贈議
蕊Σ㌶瓢謬㍑撫1心の人、いた、、劣繋㌶鑑2欝麟劉㌶罐

　各人に些知を川し・納入のなかった人には返信用ハガキを　　　た。議長一評議貝の選川については理・｝1会に一任して宜し

使って職督促し・．聯に納入がよくなった・　　　　いか一同醐．愛娘会ただ地城性，イト齢別を端して選
次破会瞳として親喫場とな・ているがぷい会員は　肌てむらいたい．滅一醐齢醐題｛・ついて㈱を
熱だりて臨力酬せず・1可らかの不1溢がないと情カミ　肌てむらいたい・鰍役一辮ll騨部汗順は酬会

　りかきれやすい。会報は是非発行すべきだ。　　　　　　　　　　としての惹見を出しても良いてはないか，単利になるとい

議長今迄四卿噺剛1によ・て来鞭まてに蹴てもら　うことは20年来醐虻あり，他の学跳こ卿hぽ知・
ったらどっか・　　　　　　　　　　ていることであるから，刊h会はもつとき然た礁度であ

一同異繊し・　　　　　　　　　　つても良いて敵いカ㌔この際齢反対の論踏強く上げ
　4）会報について　　山口理小から説明あり（別紙）　　　　　たいという熱意を強く持つている。東京支会一上mに教養

慧罐灘支会に綱蹴，如　　瓢鑓翌蒜灘㌶濃曇灘禦
町田麟現在そのプ撤をとっている・支会は山陽廟i・　それぞれ充分検討，蹄な酬をとるようにされたい。縦
ネ榛川塙川・北徹艮里予県庁である・た故会に鋼が　一統合反対の決議酬い品Wぷ員だけ・C繍。卵代

　かかるので配布料を本会て半額負担している。一括送付す　　　議員全員賛成。議長一決議文の案件朗読を副議長にお願い

　るという方向に行きたい。　　　　　　　　　　　　　　　　する。誠長一教育上の大議名文を掲げた文1こ役員会て修正

議長　これに賛否を問う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　するということでどうか一同賛同。相硫役一今後の運動そ

一同異議なし・　　　　　　　　　　　の他については役員会に一任したい。万場噸で決定。カ、
香睾懲常霞纏蕊㌶ζ警蒜；蕊曇魏舗江　　』芸籠霧欝『；｝㌫㍑漂㌶蒜嘉き鑛難

　はさけたい。もし費用が足りないならば広告を取れば楽に　　　　テーがあり第25回本会総会の全行事は滞りなく終了した。
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竺・18竺社団法人千曲会歳雄出決算書1：≧㌶1；1：lll　l：：；ll14’°°°5，，85。1嶋会

那ξHl～」ξ算裟［14≧　　　　　　　　　　　　　　　　　918，379PJ

歳入歳出差引残高昭和39どi渡繰越金　　50，438円　　　　　　合　　　　計

聾入決質：廼金　　　968・817・・　6．予備費　1，，。。。1r，。。0｜股繊

918，379 983，500 65，121

　　昭和39年11月23日　　　　　　　　　　　　・　　　　　　昭和38年度基本財産状況

一　酬法人刊竺竺工≡互亙一旦　＝兀財一蕾…　“…一㌫示言緬戊湿㍉
歳　　　　　　入　　　　　　　　　　　　　　一一　　…　－w－｛一一一一

．翌二二竺糞翻窒調⊥一減1備考’同定資≡14’6°°円

1．基本財産より生
　ずる利子

2．前年度繰越金

3．雑　　収　　入

　1）広　告　料

　2）印　　　税

　3）当座預金利子

　4）雑　　　入

4．入　　会　　金

5．会　　　　費

6．寄　　付　　金

　合　　　計

81，150　　84，300

50，898

55，319

44，620

　3，999

　6，700

74，000

707，450

968，817

40，000

98，200

76，000

　｛00

3，900

18，200

60，000

700，000

　1，000

983，500

10，898

99

14，000

7，450

3，150

42，881

31，380

　100

1b500

1，000

14，683

貸付信託　　　　　　w
～8r誕i∬〔券　　　　 」二　　　当也　　　563，550

．　『　　　　フド動　 ノ星こ　1，114，600

　　　　　’建　　　　4勿　　　551，050

麟中流÷1・・37，161
会宅ヒ広砦｝　　　　λ§　ンlc　金　1，037，191

記念風呂
敷絹糸　　　　．．　一

長野県北佐久郡種ll代川町火宇1；1〔越字
1「‘」肪［｜19戊）35，　663」、ド

昭和37年12日4r｜穎記済
木氾平屋雄瓦荘　12．5♪ド

三ミ裟…f，｝6〔三玉t付』右↑i｝‘　　　　　　420・〔〕〔〕〔〕i：］

　〃　　　　ζi巨圭三≧イ1「‖｛三　　　　　　　43，5381t］

～［こイ言’1じ言占イ貴券（宵質if｜i69：ノゴ）　573，6531『1

新入会鳳　　　一．一…一　　　　　　・　一　　　　一　・　一　一
・綱 @項9・1収∋如…↓繍［緩
184人分

基

木

歳　　　　出　　　　　　　　　　　金

種　目蔭罐i‡織［増⇒‘1ぱ　一

前年度繰越金
木年度利子収入

本年度積立金
通常会計繰入金

各　　　計

q63，191

81，150

74，000

1，118，341

81，150

8川50

　　　　i

1・・37，1911

1冶　　議　　費

　D代議員旅費
　2）総会需用費

　3）役員旅費
　4）役員会需用費

2．事務　所　費

　D幹事給料
　2）書記給料
　3）旅　　　費

　4）傭　　人　　料

　5）役員交際費

　6）賞　　　与

　7）備　品　費

　8）消耗品費
　9）会費収金費

10）通信運搬費

11灘　　　費
3．事，業　費
　1）会報発行費

　　（1）編　集費

　　（2）印・刷　費

　　（3）送　　料

　　（4）需用　費

　2）出　版　費

3）会員名簿発行費

　4）講演講習諸費

　5）研究補助費

　6）調　査　費

　7）慶　弔　費

86，310

48，340

11，730

14，960

11，280

226，531

110，000

37，700

15，450

　6，345

b855

11，926

34，563

6．532

2，160

425，3n8

360，430

　6，898

197，900

146レ152

　9，480

50000

84，000

48，000

13，000

15，000

　8，000

263，100

　　100

120，000

37，500

35，000

　5，000

　　100

　3，000

13，400

35，000

12，000

　2，000

395，400

335，000

ハ　　　　　　　　　り

　　i

14・958

10，000

180，000

135，000

10，000

　　100

50000

　　100

　　100

　　100

10，000

2，310

　340

3，280

200

1，345

160

29，988

25，430

1孔900

1川52

4，958

L270

　元o

36，569

　100
10，000

19，550

　］00

1，145

1，474

　437

5，468

3，102

520

100

100

100

100

昭…｜…038年度特騒り会匿十毒艮雀｝・

36名分　収入　支川役蹴　．．巴＿．旦」金額1互ミ・∋金額
殿　　　　　前年度繰越金　　449，6601｝‖費（慶弔殿）　　　8，452

　　　　　　利子収入　23，359楓荘建築費　300，000
　　　　　　合　　　　　　　 言卜　　　　473，019　　子†　　　　　　　i『1’　1　　　308，452

　　　　　　　差引残商　164，567円はll｛｛和39年度に繰越す

繍罐　’昭糊些懸璽竺墾亘．

鉋，鋸，計　　　一一一一一一一一一一一一一　　一一　　一一一…………一一一一一
項　　∋金　⇒項　　∋金額

器　　　　　　前年度繰越金

li洋酬　寄附金
振替用紙　 利子収入領収証外

合　　　　計

231，884

10，332

242，216

就職幹旋委蝋会致

旅　　　　　観
募　企　経　費

手　　数　・料

　合　　　計

6，600

6，600

差引残高　235，616円は昭和39年度に繰越す

　　　昭和38年度千曲会厚生施設（楓荘）報告

聯㊧報　＿収　＿込＿1巴一＿＿旦一、
　　　　　　項∋繍1備司項十司備考
　　　　　　前年度繰越金
名簿発行
準備費　　　雑　収　入

預金利子

雑　　入

307，134

6，665

4，665

2，000

普通預金
利子
御代田町
役場など
竣工武祝
儀

1建酬

施設致

調査費

公租公課

551，050

24，360

10，320

8，216

12．5坪

建築費
500，000

中古家買
」051，050

電灯、プ
ロパン他
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特別会計より

繰　入　金

合　　討’

300，000

613，799

楓荘建築
費充当

雑　　強

合　計

11，853固定資産　　　　3、普通予金利子

　　　鍵親　4）名簿売上代

605，799竣工式費5）雑入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．寄　　　　区付　　　　金

差搬高8，000円は聯｜39鞭酬越す　　　　合　計
昭和38年度千曲会菅平部分林管理費報告　　　　　　　一’一．一一一

　4，300

150，000

　4，500

　札000
1，317，500

4，100

13，500

1，000

1，040，500

　200
150，000

277，000、

一一一一………・＾…｝’一『『｝｝…1　一一 @　・一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　歳　　　　　　出

900

500×
　300円

」一一鵠一≡一㍊＝　三…τ璽嬢璽紅正亘蓮
項　日1金額1備考項　医｜金額B・1｝考　一…　　…

前年度繰越金

雑　収　入

　預金利子

合　　R卜

146，760

　1，005

　1，005

147，765

該月　　　…6E　　　星呈　　　2，730

管：理人謝礼　 LOOO

芋入費17，524
千1【ll会ヵ‘1没望～　　24，720

　合　　　　言卜　　　　45，974

＿　　－　　1．会　　議　　費

旅費　　　　　1）代｛；掩n旅費

除服乎入　　　2）総会需用費

謀翻　雛㌶llli
備品　　　　2．事物所i（1（

差弓1残i自i　　｜01，791「‘ユ↓・よ、口『｛Xll39イ1ヨ］£｜㌦こ驚築ノ越一童弍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）給　　　　　　 ｝ド；1

　　　　昭和38年度厚生事業収支報告　　　　　　　2）傭　人　料

理

髪

所

た

ば

こ

胞… @天一一「w支二一「　　；；雀賊1≧

項　・1繍1項　・［己額｛備考’・）賞　与

前年度繰越金

理髭代収入

合　　計

前fl三度繰越金

売　上　高
販売…手数料

雑　　　入

合　　　計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）備　　品　　望1（
　1，844　）ll：　矛3　　8，∫：　　　49，500

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）消耗品費
　　　　備　1冒1奴　78，000　　　　　　　　　　　9，915

　　　　1㍑悲：；；1．鑑蕊ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）刺、　　　Z1～
　　　　f呂’　勇ζ　　ホ’｝　　　　6，203

　　　　　　　　　　　1蜘　　　　3・事　業∵党　　　　雑　　　費
　　　　　　　　　　79，226　　1）会報発行班　79，844　合　　計
　　　　　　　　　＿＿．＿＿＿．＿　　　　　（1）編　集　費

　　383fl：入金11188，348　　　 （2｝印刷／1｛丘

1，292，290　三i狸　　狂艮　　i～1（　　　　3・310　　　　　　　　　　　　　　（3）〕蓋　　　　　　碧：：1

　｜6，156　1三反う1己手数ホ：｝　　　35，598　　　　　　　　　　　　　　（4）｛溶　　月］　　ど！（

一　　　　166　ξ題　　合　　塁驚　　　　2，595　　　　　　　　　　　　2）目l　　l阪　　　i～‖

　　　　雑　　致　　3・630　　　．　3）会員名簿発行費

　　　　事務費　70，000　　　　　4）講泪｛講習諸費
1’30＆995　　子ヤ　　　6｛“　　1’303，484　　　　　　　　　　　5）了肝究：ド甫正功望～

差引残高　618円（理髪）及び5，511円（たばこ）は　　　　　　6）調　　査　　Z「1

　　　　∬召和39年｜こ1越づ∈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）慶　　　弔　　　聾～

昭和40年度社団法人千曲会歳入歳出予算書　　　4」享生施設費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D備　　品　　費
　歳入予算額金　　　　　　　1，317，500円

歳1持算鶴　　　　1，317，500円　　　　2）僧：理費
　歳入歳出差引残高なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）光熱水料

　　　昭和39年11月23日　　　　　　　　　　　　　　　　4）公租公課
　　　　　　社口1法人千曲会理事長　荻　原　清　治　　　5．基本財産造成費

　　　　　　　　歳　　　　　入　　　　　　　　　　　　6．会費納入交付金

種　咽李罐1薯馨1増1減16　i考　7・予　備。費

L前年度繰越金
2．会　　　　費

3．入　　会　　金

4．基本財産利子
5．力匠　設　使　用　牙斗

6．雑　　収　　入

　D広　告　料
　2）印　　　税

50，000

850，000

80，000

90，600

20，000

225，900

67，000

　　100

50，000

721．000

64，000

S7，800

19，000

97，700

12‖，000

16，000

2，800

1，000

128，000

合　　　　計

180．000

60，000

30，000

60，000

30，000

380，006

180，000

40，000

63，00〔〕

15，000

　100
5，000

20，000

31レ000

15，000

11，500

424，900

364，500

10，000

202，500

138，000

14，000

　　100

50，000

　　100

　　100

　　100

10，000

44，500

20，000

11，200

　5，800

　7，500

80，000

187，500

20，000

1，317，500

97，000

51，800

20，〔〕00

16，200

　9，000

249，200

120，000

23，100

40，5〔〕0

10，000

　　100

　3，000

14，50〔〕

21，000

12，000

　5，000

83，000

8，200

10，000

43，800

21，000

131，400

6｛〕，000

16，900

19，800

5，000

416，4001，

348，000116，5〔〕0

1；：：lll㌫。

138…／－

10・00014・000

　　100十
60，000i－

　　100i…
　　100！－

　　1001＿
　　　1＿
10，000

24，000

10，800

　5，800

　7，400

64，000

174，900

13，000

1，040，500

認
11i：；；；

6，5001
6500

1

20，500

20，000

　400

80，000

　100

11・・

116，000

7，000

277，000

10，000

1200「ll

　X50人
懇親会補
助
500×12
　　×10

15，0001L］

　x12月

七〇〇X50
他

振呂・川紙

領収瀞
郵鯉刀乎
電信氾話

4，500胡～

　ご10回
10回送料

宛名カー
ド外

13，000

1，500人　　　．　＿＿＿＿＿

1嵌゜円　搬火災鯛鹸難酬鵠（昭39．11．1蹴）

×500円　　　収入額　　金3，572，221円
鷲：　　塁弓耀　塞。篇詣爵

差弓脚保吋懇竃（学内）鰯鶏

料　　　　　　　　＿　　　　　　＿＿＿．．『＿＿＿　　＿一＿．．．＿．＿．一＿

温水器

管理費
水道料
電気料
2，500円

回定資産
税保険料

1．500人×

150×0．7
200×500円
×0．3

広告料　　　　　　　　　　　　収　　　　入
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項三己運舞癒］霊蜀（A）≡一帯‡言醐念葡ll助1／7°三゜°

寄附金
利　　子

合　　計

5，800，000　3，176，674

　　　　　　137，154

5，800，000　3，313，828

198，8003，375，474　予備費
59，593　　　　　196，747　　　　　1y翌£ド度繰i越金

258，393　　　3，572，221　　　　　　！ig！雀ド度叢操｝越金

支　　　　出　　　　　　　　　　　合　　　計

107，464

｜07，464

329，200

70・ooOl

10，000

10，000

63，8〔｝043，664

63，80043，664

329，200

10，000

10，〔〕00

1，晶’演会2

回外

項目予瓢1鍵劉㍊習）1（A）・（・）　昭綱年度財団法人上。繊酬学蹴繍瑞出予鮪

会識　i費

旅　　　費

傭1人　料

支会募金
事務　費
通　僑　費

印　刷　費

消耗品費
雑　　　毅

予備　i費

合　　計

20，000

70，000

25，000

500，000

100，000

30，000

30，000

　5，000

20，000

800，000

10，390

25，070

3，750

279，400

47，040

24，400

　600
4，650

9，610

14，140

2，000

19，880

1，630

3，800

7，070

　93

395，300　　　　58，223

20，000　　　　　　歳入予算額金　　　　　　317，〔〕0〔〕円

39・21・ @獣議當残高　；；7’°°°1ご
　5，750

　　　　　　　昭和40年度財団法人上田繊維科学振興会歳入予算猶

2㌶ニボ「「・嬬1：蝶阿緬厳．
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